
９月議会 

個人質問 ひさ村議員（９月２２日午後１時～） 
 

ひさ村真知子議員の質問要旨 

１、 権利としての生活保護申請手続きのために 

① 「扶養照会を保護申請の要件とはしない」との 

改善の通知が厚生労働省から出されているが、 

通知前と後での伊丹市での状況はどうか。 

② 「生活保護のしおり」の改善について 

・「扶養照会は保護申請の要件とはしない」との厚労省の見解を記載すべきでは

ないか 

・「しおり」の内容で十分正しく理解しにくいところなどについて、申請者などの 

意見なども参考にしてわかりやすく改善すべきではないか 

③ 借家入居時に保証人がいない人に対しての手立てが必要ではないか 

２、市バス路線の新設について 

① 西野８丁目付近は住居からバス停が遠いので、バス停新設の要望があるが、

調査などしているのか 

３、性感染症が特に若い女性などに広がっている、防止の為の手立てについて 

①性感染症の梅毒が、今年は１万人を超える恐れがあると国立感染症研究所が発表している。 

伊丹市では、どのような予防策を考えているのか 

② 「子宮頸がん」の発症は、２０代後半から４０代の女性が多いが、検診で早期発見すれば、 

予防できるといわれている。発症までに時間がかかるため、若い人への検診対策が必要だが、 

どのように考えているのか 

③ ジェンダー平等社会に向けて、リプロダクティブ・ヘルスライツの観点から女性の健康問題の 

理解を広げることが必要ではないか 
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